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顎変形症における顎顔面骨格形態や歯列形態の三次元的分析、ならびに
当該疾患の手術シミュレーションシステムの開発・改良に15年以上前から取り組
んでいます。

・手術シミュレーションシステム
・手術ガイド装置

独自に開発した顎変形症の
手術シミュレーションシステムの
研究成果は、日本口腔外科
学会や日本顎変形症学会、
日本矯正歯科学会などの国
内学会で多数発表され、国
際雑誌にも掲載されており、
本システムの精密性、有用性
および安全性に関しては、高
い評価を得ていると考えます。
そして現在では、本シミュレー

ションシステムを用いた手術ガ
イド装置の開発および実用化
を進めています。

本システムを用いた手術ガイド装置の開発および実用化、
汎用化のため、そしてさらなる医療イノベーションを展開させ
るためには、産業界との共同開発が必要と考えています。

研究の内容・特徴・独自性
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本研究に関する知的財産

顎変形症手術支援シミュレーションシステムおよび
手術ガイド装置の開発


